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ものです

1971

昨年末に，3年ぶりに政権が代わりました．今，日本は，平均寿命，高齢
者数，高齢化のスピードという3点において，世界一の高齢化社会となって
おり，国を挙げての高齢者対策が必要です．2012年9月，日本の高齢者人
口(65歳以上)は初めて3,000万人に達し，総人口の約1/4に達しました．
25年後には国民全体の約1/3が高齢者になると予測されているほどの，世
界一の“超高齢者大国”です．整形外科の日常診療においても，大 骨頸部
骨折，変形性関節症，変形性脊椎症などが急増し，整形外科医は，日々その
治療に追われているのが現状です．「介護を必要としない」「自立した生活が
できる」生存期間を示す健康寿命についても，男性72.3歳，女性77.7歳，
全体75.0歳であり，日本は世界第一位です．今後も，健康寿命のさらなる
延伸には，整形外科医の果たす役割が益々大きくなることは間違いありませ
ん．健康の維持には，江戸時代の尾張藩の横井也有の健康十訓が有名です．
1．少肉多菜 2．少塩多酢 3．少糖多果 4．少食多齟 5．少衣多浴 6．少車
多歩 7．少煩多眠 8．少念多笑 9．少言多行 10．少欲多施．現代にもその
まま当てはまる貴重な教訓であると考えます．中でも少肉多菜，少車多歩，
少言多行 などは，自警の念を込めて継続したい

予防
が，

．
最近の本誌「臨床整形外科」の内容も，高齢者疾患に関する原稿が多くを
占めるようになってきています．今月号の誌上シンポジウムでも「高齢者の
腱板断裂」が企画されました．近年，無症候性腱板断裂が多く存在すること
が報告され，疾患としてではなく，加齢性変化の一つと捉えるという考えが
出てきています．また，「境界領域：知っておきたい」では，吉村先生に，
「生活習慣病と運動器の障害―メタボとロコモ」で解説していただきました．
ロコモとメタボ，特に膝OAと肥満，脂質異常，高血圧の関連を解析した
大規模研究の成果を解説したものであり，健康寿命の延伸には，ロコモ

方偽
腫瘍

メタボ予防に勝るとも劣らず重要であることがよく理解できます．「臨
床経験」では，「上膝蓋アプローチによる脛骨髄内釘」，「脊髄損傷患者の化
膿性股関節炎に対する股関節切除術」が掲載されており，日常臨床に有用な
ユニークな手術手技を学ぶことができます．症例報告も「軸椎歯突起後

とっ
て，

による頚髄症」や「抗凝固療法に伴う腰部硬膜外血腫」など，認識して
おきたい教訓的な症例が多く掲載されています．いずれも整形外科医に

で，
ぜひ
明日からの臨床現場で役に立つ，充実した内容になっておりますの

)
さい．ご一読くだ
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